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日
頃
よ
り
、
教
育
問
題

委
員
会
の
活
動
に
際
し
ま

し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、
昨
年

10
月
３
日
、
県
立
生
涯
学

習
推
進
セ
ン
タ
ー
に
て
、
県
教
育
委
員
会
や
社
会
教
育
団
体

と
の
連
携
に
よ
り「
に
い
が
た
生
涯
学
習
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

家
庭
教
育
講
演
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
、
新

潟
青
陵
大
学
大
学
院
臨
床
心
理

学
研
究
科
教
授
伊
藤
真
理
子
様

を
お
招
き
し
、「
こ
ど
も
の
こ

こ
ろ　

親
の
こ
こ
ろ
～
こ
ど

も
の
こ
こ
ろ
の
危
機
に
ど
の
よ

う
に
付
き
添
う
か
～
」と
い
う

テ
ー
マ
に
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
多
感
な
思
春
期

の
子
ど
も
た
ち
の
秘
め
た
る

思
い
や
、
親
と
し
て
の
接
し

方
に
つ
い
て
臨
床
心
理
士
と

し
て
の
体
験
や
事
例
を
多
く

交
え
な
が
ら
の
ご
講
演
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
昨
今
の
若

者
に
支
持
さ
れ
て
い
る
音
楽

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
歌
詞
の
内

容
な
ど
を
例
に
あ
げ
な
が
ら

今
時
の
思
春
期
の
子
ど
も
の

考
え
方
な
ど
を
解
り
や
す
く

ご
説
明
い
た
だ
き
、
ま
た
私
た
ち
親
と
し
て
、
家
族
関
係
や
親

子
関
係
の
希
薄
さ
な
ど
も
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
も
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
数
の
方
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
互
い
に
思
春
期
の
子
を
持
つ

親
と
し
て
、
今
回
の
講
演
を
今
後
の
子
育
て
の
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　
（
教
育
問
題
委
員
長　
松
野　
幸
博
）

胎内市Ｐ連　　三宅　弘明
　今回初めて参加させていただいた家庭教育講演会は、講師である新潟青陵大学の伊藤
真理子先生から、「こどものこころの危機にどのように付き添うか」をテーマにご講演い
ただきました。
　子どもに問題が生じたときに親としてどのように対応すればよいのか。親としての機
能不全や問題を早く解決したい焦り、また、どのように子どもの悩みに付き添うのかな
ど、納得できることが多々ありました。
　親と子の関係でありながらも一人の人間として向き合い、「失敗談も含めてなんでも話し
合える関係性」を大事にしながら、子どもと一緒に悩み、一緒に成長していきたいと思います。

阿賀町Ｐ連　　渡部　一知
　私が暮らす阿賀町（注：阿賀野市の隣、というか更に奥地）で
は学校を休みがちになる子が増えていると聞きました。今回の
講演を通して、子どもが安心して成長するためには、周りにい
る「大人が安心感を与える」ことが重要だと感じました。親・教
職員・そして地域の方々が連携・協力して、気軽に相談できる
環境を整えることが必要だと思います。阿賀町では小中高の全
てでコミュニティスクールが導入されましたので、今後の取組
に期待しています。
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家庭教育講演会にオンライン参加して

講演概要 　�「こどものこころ　親のこころ
～こどものこころの危機にどのように付き添うか～」

講師　新潟青陵大学大学院　伊藤�真理子（公認心理師・臨床心理士）
❶　こどものこころと人間関係
　○�コロナ禍において心が育つために必要なものが阻害され、子どもたちのこころや人間関係の危惧
　○自分づくりが始まる（分離個体化）時期←→様々な不安を伴う時期
　○�「いじめ」「ひきこもり」など、必ずしも大人が望む方向ではない方向からこそ、「私」は芽生え、

育ってくる
　○�「顔を知っている人には悩みは話せない」、「交わらないSNSアカウント」、「いつメン」
❷　現在のこどもの対人関係
　○�コミュニケーションが希薄である（そつはないが、ぶつかったり、悩んだりすることは苦手）
　○�自分からイメージや内界を表現する言葉が貧困である（「別に」「そこそこ」「きもっ」「しねっ」「くさっ」）
　○�身内と他人が極端に分化している（「身内」に分かってほしいので、表面的には団結力が高く見

えるが、「他人」に変わると他人への想像力は働かない
❸　保護者の痛み（こどもに問題が生じたとき）
　○�親として「子育てができていない」など孤独感、「子どもが悩んでいるときその悩みが分からな

い」という気持ち、「親失格だと周囲から思われてしまう」「自分の子育てや親として人生を否
定された」とつらい気持ち

　○早く解決したいという思いの中で、試行錯誤の結果うまくいかなかったことへの焦り
　○�「いじめ」については、原因の分からなさの辛さ、原因が一つでないことの辛さ、解決できない

ことへの辛さ
　○�自分自身の思春期・青年期に生じた過去の特徴に、深く出会うことが難しいまま、親になり、

子育てをしてきた不安感
　○�親子関係でも、ぶつかれなさ、反抗できなさがあり、親自身の対人関係の希薄さ、夫婦関係の

希薄さ、家族関係の希薄さによりコミュニケーションができない�という現状
❹　保護者として、どのようにこどもの悩みに付き添うのか
　○こころの危機　～必要なプロセスという視点
　　・�こころの危機または家族の危機には自分たち親子、夫婦にとっては「必要なプロセスという

視点」をもつとよい
　　・�問題が起こったら関係が終わりではなく、せっかく家族になったので、「自分たちに何が課題となっ

ているのか」「苦しいけどどういうことに取り組んでいるのだろうか」を一緒に考えられたらよい
　○絶対的な味方がいるという感覚の中で子どもは自己成長できる
　　・�子どもが成長するなかで、父母は見捨てないでいてくれる絶対的な味方であるという思いが、

様々なことにチャレンジできる、いろいろなことを試して大人になっていく、成長ができる�
ことを心の中に根付かせていくことが大切

　　・�大変な思いをしても、父母もあきらめることなく見守っているのだという思いがあるかどう
かが、子どもがちゃんと歩めるかどうか、必要なプロセスを越えていくことができるかどう
か、の一つのポイントということができる

　　　☆（子どもには）安心して悩んでよいのだという感覚を
　　　☆（親は）必要であれば話し合える相手に
　　　☆（親は）悩みすぎず、動揺しすぎず、しかし柔軟に
　　　☆（子どもにとって）秘密も大事、信じる気持ちを
　○親自身が安定できるために、話し相手は持つことの大切さ
　　・�問題が起きたときには保護者自身が不安になったり、否定された気持ちになったりすること

が多い。その中で「こどものこころに付き添っていく」には、とてもきついこと。それを越え
ていくためには親自身が安定できるために何かしなければならないという思いがある

　　・�「何が問題だろう」ではなく、「大変だったね」と話ができればよい。心の底から関わることは勇気
がいること。どのように声をかけたらよいかが分からない、と引いてしまっている親もいる

　　・�「自分は困っている」「どうしたらよいか分からない」と親が周りに話をできる環境が大切。
関係機関に相談することもできる。また、困る前、深刻になる前の状態で、保護者同士が話
ができる関係づくり、環境づくりがとても大切になってくる

１面　 教育問題委員会研修会（県民フォーラム）
２面　関東ブロック研究大会 埼玉大会
３面　新潟県教育委員会
　　　「休日の部活動の段階的な移行について」
４面　日P三行詩コンクール入賞、年次表彰
５面　新潟県教育委員会
　　　「いじめ見逃しゼロ県民運動」の取組
６面　組織検討委員会活動報告
　　　「PTAの組織についてのアンケート報告」
７面　広報委員会活動報告・広報紙コンクール案内
　　　コロナ禍でのPTA活動紹介
８面　小･中学生総合補償制度
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１　はじめに
　当校は明治７年に創立し、まもなく150周年を迎える市内でも歴史のあ
る学校です。PTA組織は、執行部と３つの専門部（広報部・体育部・環境保
健部）などで構成されています。�
　これらの専門部の活動とは別に、メディアに特化した取組を行っていま
す。PTA執行部が学校教育の一部を企画・提案する特色ある活動となって
います。�
２　取組を始めた経緯
　当校が、メディアに特化した取組を始めたのは５年前です。�
　メディア機器が急速に進化し、小学生がトラブルに巻き込まれることや、
大人のマナーが問題視されるようになりました。
　そこで、メディア機器を扱う前、持つ前にしっかりと教育をしなくては
ならないと考えました。�
　しかし、普段の授業に加え、メディア教育を学校だけに任せることは、
教職員に負担をかけてしまうことになります。そして、メディア機器との
関わり方は学校だけでなく家庭での関わり方も重要です。そのため、子ど
もを取り巻く多くの人が関わる取組でなければいけないと考え、内容を考
えました。�
３　実践の内容
　当校では、児童・保護者・教職員が三位一体となって取組を行い、メディ
アに強い学校づくりを目指しています。�
メディア学習の活動内容は次の①~③です。�
①メディア学習会
　講師を招いて児童・保護者・教職員が一緒に学びます。低学年・中学年・
高学年とそのレベルにあった学習会を実施しています。�

②親子ディスカッション
　６年生は親子学習として、メディア講演の後に親子ディスカッションを
行います。中学生に上がるタイミングでスマートフォンを持たせたり、メ

ディア機器を使用させたりする時間が増えてきます。その前に、親子で本
音をぶつけ合う大好評な企画です。�
③メディア意見交換会
　学年懇談会を利用して、普段子どもがメディア機器をどのように使って
いるか、学校の様子も含めながら保護者と教職員が話合いをします。ここ
で話し合われた内容は、子ども一人一人の夏休みのメディア目標の設定な
どに利用されています。�
　このように１年生~６年生まで全員が取り組み、保護者・教職員も必ず
いずれかの企画に関わる仕組みになっています。�
　もう一つの取組として、「親子でノーメディア（省メディア）チャレンジ」
を行っています。市P連などの団体が毎年11月を「大人のマナーアップ月間」
に設定しています。それに合わせてこの企画を実施しています。�
　11月のどこでもよいので、一日だけノーメディアもしくは省メディアに
親子で取り組みます。任意での参加としていますが、年々参加家庭数が増
加し、家庭でメディアについて話すきっかけ作りや、家族のコミュニケー
ションの機会として利用されています。�
４　取組のポイント
　１つ目は、教職員に負担をかけないことです。教職員任せにするのでは
なく、軸となる部分は保護者中心で行うことで教職員の協力を得ることが
できます。�
　２つ目は、学校行事との調整です。保護者が集まりやすいタイミングや
学校行事、講師との日程調整などを、前年度から企画することでより多く
の保護者に関わってもらうことができます。�
　３つ目は、次年度への確実な引継ぎです。当校は執行部が２年任期となっ
ています。そのことを利用して企画内容を引継ぎながら来ました。今年で
５年目を迎えます。メディア教育は継続が大切です。
　４つ目は、繰り返しになりますが、児童・保護者・教職員の全員が関わ
ることです。メディア教育に早すぎることはありません。低学年から学ぶ
ことが大切です。�
５　終わりに
　現在、コロナ禍にあり、子どもを取り巻く環境も変化しています。少子
化による児童数の減少や情報化によるSNSの発達で人間関係の希薄化、ま
たはコミュニケーション能力の低下など問題は様々あります。不審者や
SNSによる危険も身近にあります。
　私たちPTAは、学校任せにするのではなく、積極的に教職員または地域
の方と協力して子どもを危険から守り、一人でも多くの子どもを笑顔にし
ていけるような活動を目指します。　�

学校と連携した、継続したメディア学習の取組
埼 玉 大 会第53回 日本PTA関東ブロック研究大会

第 １ 分 科 会 （ 健 康 ・ 安 全 ） 発 表 　 柏 崎 市 立 枇 杷 島 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ

今年度のメディア学習の様子（高学年）今年度のメディア学習の様子（高学年） 今年度のメディア学習の様子（低学年）今年度のメディア学習の様子（低学年）

　
第
53
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
研
究
大
会
埼
玉
大
会
が

令
和
３
年
10
月
16
日
に
ラ
イ
ブ

配
信
と
各
県
か
ら
２
～
３
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
、
埼
玉
大
会
実
行
委

員
の
方
々
に
は
大
変
工
夫
し
て

開
催
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て

お
り
ま
す
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け
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が
れ
る
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豊
か
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と
生
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る
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育
む
た
め
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～
」と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
も
と
に
、
全
体

会
で
は
尾
木
直
樹
氏
の
記
念
講

演
ラ
イ
ブ
配
信
、
各
分
科
会
は

後
日
、
配
信
と
い
う
形
式
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
配
信
は
翌
年
の

1
月
ま
で
と
長
い
期
間
と
な
っ

て
い
て
、
大
変
貴
重
な
ご
講
演

や
研
究
発
表
等
を
ゆ
っ
く
り
、

じ
っ
く
り
観
る
こ
と
が
で
き
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
記
念
講
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ロ
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チ
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皆
さ
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い
う

演
題
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、
素
敵
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お
声
・
柔
ら

か
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口
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で
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
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も
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テ
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と
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委
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。

　
共
感
力
を
高
め
る
た
め
に
は

相
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。

　
心
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エ
ン
パ
ワ
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え
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尾
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改
め
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学
び
ま
し
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と
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い
た
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い
た

と
思
い
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か
ら
も
生

き
る
力（
共
感
力
）を
高
め
て
自

分
自
身
も
含
め
成
長
し
て
い
き

た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

関
ブ
ロ
研
究
大
会
埼
玉

大
会
に
参
加（
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
）し
て

南
蒲
郡
Ｐ
連　
船
久
保　
弥

コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
ら
ず
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
で
の
開
催
と
な
っ

た
本
大
会
で
す
が
、
ス
ク
リ
ー

ン
越
し
に
見
る
現
地
の
風
景
は

会
場
の
臨
場
感
を
損
な
わ
な
い

よ
う
様
々
な
配
慮
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
本
来
な
ら
ば
埼
玉

ま
で
足
を
運
ん
で
聴
く
は
ず
の

尾
木
直
樹
先
生
の
講
演
も
、
自

宅
に
居
な
が
ら
視
聴
す
る
こ
と

が
で
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

も
利
便
性
を
感
じ
ら
れ
る
も
の

で
し
た
。
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
入

念
な
準
備
に
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
貴
重
な
講
演
を
聴
く

機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

三
条
市
Ｐ
連　
倉
重　
保
久

今
回
開
催
さ
れ
た
埼
玉
大
会

に
参
加
し
感
じ
た
こ
と
は
、
分

科
会
に『
参
加
し
や
す
い
Ｐ
Ｔ

Ａ
』と
い
う
こ
と
で
す
。

近
年
に
至
っ
て
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、行

事
の
縮
小
廃
止
が
あ
る
中
で
貢

献
で
き
る
こ
と
の
間
口
を
広
げ
、

舞
台
裏
か
ら
主
体
的
に
参
加
す

る
時
に
は
教
員
と
も
意
見
を
交

換
し
リ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

る
は
ず
。
過
去
の
義
務
的
な
参

加
意
識
と
は
違
っ
た
、Ｐ
Ｔ
Ａ
と

し
て
更
に
地
域
と
し
て
子
ど
も

た
ち
を
大
人
に
迎
え
る
ま
で
育

て
て
い
く
こ
と
に
や
り
が
い
を

感
じ
る
大
会
内
容
で
し
た
。
主

催
者
・
講
演
者
の
熱
量
に
背
中

を
押
さ
れ
た
大
会
で
し
た
。

関
ブ
ロ
研
究
大
会

関
ブ
ロ
研
究
大
会

埼
玉
大
会
に
参
加
し
て

埼
玉
大
会
に
参
加
し
て

副
会
長　
岩
渕 

里
江
子
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令
和
２
年
に
文
部
科
学
省
等
は
、「
学
校
の

働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
部
活
動
改
革
に
つ

い
て
」を
示
し
、
令
和
５
年
度
以
降
、
休
日
の

部
活
動
を
段
階
的
に
地
域
に
移
行
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た【
資
料
１
】。

現
在
の
部
活
動
の
維
持
は
限
界

現
在
の
部
活
動
の
維
持
は
限
界

　
教
員
の
多
忙
化
を
背
景
に
、
心
身
の
不
調

を
訴
え
る
教
員
が
増
加
す
る
な
ど
、
今
後
、

質
の
高
い
教
育
の
維
持
が
困
難
な
状
況
と
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
休
日
の
部
活
動
指
導
に
負
担
を
感

じ
る
教
員
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
立
学
校
教
員
に
は
残
業
手
当
が
支
給
さ

れ
な
い
た
め
、
教
員
は
少
額
の
手
当
の
み
で

休
日
の
部
活
動
を
指
導
し
て
い
る
実
態
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
部
活
動
は
、

大
部
分
を
教
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
取
組

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
状
況
で
現
在
の
形
で
の
部
活
動
を

維
持
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
今
後
は

持
続
可
能
な
形
に
切
り
替
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

改
革
は
生
徒
の
幸
せ
を
最
優
先
に

改
革
は
生
徒
の
幸
せ
を
最
優
先
に

　
一
方
で
生
徒
や
保
護
者
の
視
点
で
は
、
部

活
動
に
は
様
々
な
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
全

国
大
会
を
目
指
し
て
高
度
に
競
技
力
向
上
を

目
指
す
生
徒
も
い
れ
ば
、
体
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
や
、
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
を
目
的
に
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
現
在
の
部
活
動
の
現
状
と

し
て
、
専
門
的
な
指
導
が
可
能
な
顧
問
が
必

ず
し
も
各
学
校
に
配
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
単
独
校
で
チ
ー
ム
が

組
め
な
い
場
合
が
増
え
て
い
る
こ
と
、
楽
し

く
活
動
を
し
た
い
、
学
習
も
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
も
、
休
日
の
活
動
時
間
が
長
い
こ
と

で
叶
え
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
な
ど
、
個
々

の
ニ
ー
ズ
に
必
ず
し
も
応
え
る
こ
と
が
で
き

て
い
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　
県
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
部
活
動
改
革

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
生
徒
の
幸
せ

を
最
優
先
に
、
生
徒
の
活
動
を
よ
り
良
い
も

の
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ
の
結
果
、
教

員
の
働
き
方
改
革
も
進
む
よ
う
な
制
度
設
計

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

部
活
動
に
代
わ
る
地
域
の
活
動
と
は
？

部
活
動
に
代
わ
る
地
域
の
活
動
と
は
？

　
【
資
料
２
】は
、
休
日
に
学
校
で
部
活
動
が

行
わ
れ
な
く
な
っ
た
際
の「
地
域
の
活
動
」の

全
体
像
で
す
。
生
徒
は
、
こ
の
表
に
示
さ
れ

た
活
動
の
中
か
ら
、
自
身
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
活
動
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
い
ず
れ
の
活
動
に
も
参
加
し
な
い
こ
と

も
可
能
で
す
。

地
域
運
動
部
活
動
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

地
域
運
動
部
活
動
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

　
現
在
各
地
域
で
は
、
市
町
村
教
育
委
員
会

を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
ニ
ー
ズ
や

実
情
に
応
じ
、
地
域
が
持
っ
て
い
る
資
源
を

生
か
し
た
、
地
域
運
動
部
活
動
の
実
施
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
、
平
日
の
学
校
部
活
動
と
連

携
し
た
活
動
と
し
て
、「
運
動
し
た
い
生
徒
す

べ
て
が
参
加
可
能
な
、
競
技
力
向
上
の
み
を

目
的
と
し
な
い
運
動
機
会
の
確
保
」を
目
的
と

し
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
市
町

村
競
技
協
会
等
が
運
営
す
る
活
動
で
す
。

　
そ
の
運
営
方
針
等
の
決
定
に
際
し
て
は
、

学
校
や
保
護
者
等
を
交
え
た
検
討
会
議
の
開

催
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。地
域
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
制
度
設
計
の
た
め
に
は
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
の
意
見
の
反
映
が
不
可
欠
で
あ

る
の
で
、
是
非
と
も
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

受
益
者
負
担
が
基
本
に
な
り
ま
す

受
益
者
負
担
が
基
本
に
な
り
ま
す

　
こ
れ
ま
で
の
学
校
部
活
動
は
学
校
教
育
の
一

環
と
し
て
無
償
で
提
供
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

地
域
移
行
後
は
学
校
の
活
動
で
は
な
く
な
る
た

め
、
指
導
者
の
報
酬
、
保
険
料
、
会
場
使
用
料
、

用
具
代
な
ど
に
つ
い
て
は
受
益
者
負
担
が
基
本

に
な
り
ま
す
。
現
在
、
負
担
に
見
合
っ
た
活
動

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
関
係
団
体
等
が
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
受
益
者
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
運
動
機
会
を
奪
わ
れ
る
生
徒
が
出
て

く
る
こ
と
は
防
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。ス
ポ
ー

ツ
庁
は
今
後
、
必
要
な
財
政
支
援
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

学
校
部
活
動
の
現
状
は
？

学
校
部
活
動
の
現
状
は
？

　
教
員
の
働
き
方
改
革
に
伴
う
業
務
の
精
選

が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
加
え
、
ほ
と
ん
ど
の

中
体
連
主
催
大
会
は
夏
の
全
国
大
会
に
向
け

た
予
選
会
で
終
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
秋
以
降

の
部
活
動
は
、
活
動
が
極
め
て
制
限
さ
れ
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
の
時
期
、
多
く
の
学

校
で
平
日
の
活
動
時
間
は
１
時
間
程
度
と
い

う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
も
う
少
し
活
動
し

た
い
、
専
門
的
な
指
導
を
受
け
た
い
と
い
う

生
徒
の
ニ
ー
ズ
は
少
な
く
な
い
た
め
、
学
校

部
活
動
と
並
行
し
て
、
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
等
へ
の
参
加
者
が
増
え
、
活
動
が
活
性
化

す
る
な
ど
、
徐
々
に
地
域
移
行
が
始
ま
っ
て

い
る
様
子
も
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
先
行

的
に
地
域
運
動
部
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

市
町
村
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

最
後
に
最
後
に

　
今
回
の
部
活
動
改
革
の
流
れ
で
は
、
教
員

の
働
き
方
改
革
が
前
面
に
出
さ
れ
た
こ
と
、

受
益
者
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
、
ま
た
急
激

な
変
革
と
な
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
保
護
者

の
皆
様
に
は
少
な
か
ら
ず
違
和
感
や
不
安
感

を
お
持
ち
で
あ
る
と
拝
察
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多

く
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
生
徒
目
線
で
、
生
徒
の
幸
せ
を
実

現
す
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
中
学
生
の
新
し

い
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
な
お
、
各
地
域
に
お
け
る
検
討
状
況
や
準

備
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
各

市
町
村
教
育
委
員
会
か
ら
情
報
が
発
信
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

休
日
の
部
活
動
の
段
階
的
な

地
域
移
行
に
つ
い
て

新
潟
県
教
育
庁 

保
健
体
育
課 

学
校
体
育
指
導
係 

副
参
事
・
係
長 

志
田 

哲
也 

様

● 

令
和
５
年
度
か
ら
、
学
校
の
部
活
動
は
な
く
な

る
の
で
す
か
？

　

�　

な
く
な
り
ま
せ
ん
。
準
備
が
で
き
た
地
域
、

種
目
か
ら
、
徐
々
に
休
日
の
学
校
部
活
動
を
地

域
の
活
動
に
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

● 「
地
域
の
活
動
」と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
か
？

　

�　

既
存
の
、
民
間
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム（
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
な
ど
）、
地
域
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
、
県
協
会
等
の
活
動
に
加
え
、
平
日
の

部
活
動
と
連
携
し
、
教
育
委
員
会
が
学
校
や
保

護
者
等
と
一
緒
に
運
営
方
法
等
を
決
定
す
る

「
地
域
運
動
部
活
動
」が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
活
動

か
ら
自
分
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

● 「
地
域
運
動
部
活
動
」で
保
護
者
の
負
担
は
増
え

ま
す
か
？

　

�　
学
校
の
活
動
で
な
く
な
る
た
め
、
保
険
料
や

指
導
者
の
謝
金
等
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
受
益

者
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
活
動
場
所
へ
の

送
迎
や
交
通
費
の
負
担
も
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
負
担
に

応
じ
た
満
足
度
の
高
い
活
動
と
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

● 

地
域
の
活
動
に
は
必
ず
参
加
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
か
？

　

�　
参
加
す
る
か
し
な
い
か
は
自
由
で
す
。
ま
た
、

平
日
の
部
活
動
と
異
な
る
種
目
に
参
加
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

● 

休
日
の
活
動
が
地
域
で
の
活
動
と
な
っ
た
場

合
、
大
会
参
加
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？

　

�　
現
在
、
中
体
連
主
催
大
会
は
学
校
単
位
で
の

参
加
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
５
年
度

に
向
け
、
中
体
連
は
合
同
チ
ー
ム
や
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
単
位
で
の
参
加
の
可
否
等
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

● 

地
域
の
活
動
で
は
、
ど
の
よ
う
な
人
が
指
導
す

る
の
で
す
か
？

　

�　
指
導
者
資
格
や
教
員
免
許
を
も
っ
て
い
る
指

導
者
、
一
定
程
度
の
研
修
会
を
受
講
し
た
指
導

者
、
及
び
地
域
で
の
活
動
の
指
導
を
希
望
す
る

教
員
等
が
指
導
し
ま
す
。

●
文
化
部
も
地
域
に
移
行
す
る
の
で
す
か
？

　

�　
文
化
部
も
、
運
動
部
と
同
様
に
、
段
階
的
に

地
域
の
活
動
に
移
行
し
ま
す
。

【
Ｑ
＆
Ａ
】

【
Ｑ
＆
Ａ
】

【資料2】

学校の働き方改革を踏まえた部活動改革 概要

持続可能な部活動と教師の負担軽減の両方を実現できる改革が必要

部活動は必ずしも教師が担う必要のない業務であることを踏まえ、部活動改革の第一歩として、休日に
教科指導を行わないことと同様に、休日に教師が部活動の指導に携わる必要がない環境を構築
部活動の指導を希望する教師は、引き続き休日に指導を行うことができる仕組みを構築
生徒の活動機会を確保するため、休日における地域のスポーツ・文化活動を実施できる環境を整備

改革の方向性

※ 以上の取組は、主として中学校を対象とし、高等学校においても同様の考え方を基に取組を実施。
※ 私立学校は、以上に示した公立学校の取組を参考に、教師の負担軽減を考慮した適切な指導体制の構築に取り組むことが望ましい。

具体的な方策
Ⅰ．休日の部活動の段階的な地域移行（令和5年度以降、段階的に実施）

Ⅱ．合理的で効率的な部活動の推進

休日の指導や大会への引率を担う地域人材の確保
（育成・マッチングまでの民間人材の活用の仕組みの構築、兼職兼業の仕組みの活用）
保護者による費用負担、地方自治体による減免措置等と国による支援
拠点校（地域）における実践研究の推進とその成果の全国展開

地域の実情を踏まえ、都市・過疎地域における他校との合同部活動の推進
地理的制約を越えて、生徒・指導者間のコミュニケーションが可能となるＩＣＴ活用の推進
主に地方大会の在り方の整理（実態の把握、参加する大会の精選、大会参加資格の弾力化等）

部活動は、教科学習とは異なる集団での活動を通じた人間形成の機会や、多様な生徒が活躍できる場である。
一方、これまで部活動は教師による献身的な勤務の下で成り立ってきたが、休日を含め、長時間勤務の要因であることや、
指導経験のない教師にとって多大な負担であるとともに、生徒にとっては望ましい指導を受けられない場合が生じる。
中教審答申や給特法の国会審議において「部活動を学校単位から地域単位の取組とする」旨が指摘されている。

部活動の意義と課題

【資料1】

休日の部活動の地域移行後の、中学生の運動機会

活活動動のの種種類類（（運運営営主主体体）） 活活動動のの目目的的 予予想想さされれるるメメリリッットト・・デデメメリリッットト

民間のクラブチーム
（アルビ、ＪＳＳなど）

◇選手コース
◇トップチーム

競技力向上

【メリット】
プロ指導者による専門的指導の下
での競技力向上
【デメリット】
・経済的負担大
・時間的負担大
・地域間格差大◇普及クラス 運動機会の確保

地域のクラブチーム
（スポ少、市町村協会、ＮＰＯ、町道場など）

競技力向上
＞運動機会確保

【メリット】
地域での活動のため移動等の負担
が比較的委少ない
【デメリット】
ニーズに応える活動がない可能性

県協会主催の活動

◇国体強化
◇年代別強化

競技力向上

【メリット】
学校部活動から独立した強化活動
が可能
【デメリット】
移動手段の確保が困難

◇普及 人材発掘
＞競技力向上

【メリット】
中体連競技（種目）以外の普及が
可能
【デメリット】
移動手段の確保が困難

地域運動部活動
市町村教育委員会が中心に、運営主体（総合型
地域ＳＣ、スポ少、市町村協会等）と連携した
制度設計。兼職兼業による教員の指導可。

運動機会確保
＞競技力向上

本年度実施の、国事業のモデル地
域において検証
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　毎年日本PTAでは、子育てや家庭教育を支える地域の
環境が変化する中、改めて家族の会話やコミュニケー
ションから生まれるきずな・家庭のルール、「早寝早起
き朝ごはん」といった子どもたちの基本的な生活習慣づ
くりなど、家庭教育の大切さや命の大切さについて、家
族で話し合い取り組むことを社会全体に呼びかけていく
ため、「三行詩コンクール」を行っています。
　新潟県では小学生の部で平成29年度から３年連続、
一般の部で令和２年度、今年度は中学生の部と上位４作
品に選ばれ、５年連続上位入賞の快挙です。今年度の「『早
寝早起き朝ごはん』全国協議会会長賞」に輝いた小日向優
さんの作品は「ファミリーカレンダー」となりました。

〈上位入賞〉
・文部科学大臣賞
・厚生労働大臣賞
・�「早寝早起き朝ごはん」
　全国協議会会長賞
・�日本PTA全国協議会会長賞
・佳作　５作品

応募総数
119,888作品�

小学生の部�67,487作品
中学生の部�45,532作品
一 般 の 部���6,869作品

小
学
生
の
部

佳
作

　（
新
潟
県
最
優
秀
賞
）

田
上
町
立
羽
生
田
小
学
校 

４
年 

小こ
ひ
な
た

日
向
　
紗さ

き季 

さ
ん

母
の
日
の
か
た
も
み
券  

使
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う 

で
も
ね
、
回
数
こ
え
て
る
よ

中
学
生
の
部

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」

全
国
協
議
会
会
長
賞

　（
新
潟
県
最
優
秀
賞
）

田
上
町
立
田
上
中
学
校 

１
年 

小こ
ひ
な
た

日
向
　
優ゆ

う 

さ
ん

三 行 詩 コ ン ク ー ル 入 賞 お め で と う三 行 詩 コ ン ク ー ル 入 賞 お め で と う

令和３年度 日本ＰＴＡ 「楽しい子育て全国キャンペーン」５ 年 連 続 上 位 入 賞５ 年 連 続 上 位 入 賞

（応募数：小学校40点　中学校278点　一般24点）

と　
き
：
令
和
３
年
11
月
19
日（
金
）

と
こ
ろ
：
東
京
都
千
代
田
区

　
　
　
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

表彰式表彰式文
部
科
学
大
臣
表
彰

阿
賀
野
市
立
京
ヶ
瀬
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ���������

上
越
市
立
板
倉
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ��

刈
羽
村
立
刈
羽
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰

上
越
市
立
板
倉
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

柏
崎
市
立
比
角
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

団　
体

団　
体

板　
倉　
久　
徳

（
新
発
田
市
立
外
ヶ
輪
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

笠　
井　
勝　
也

（
前
糸
魚
川
市
立
能
生
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）�

山　
口　
裕　
子（

見
附
市
立
西
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

川　
上　
　
　
巧

（
前
佐
渡
市
立
両
津
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

（
敬
称
略
）

個　
人

　
毎
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
優
れ
た
業
績
を
有
す

る
団
体
や
個
人
が
、
新
潟
県
教
育
委
員
会
や

新
潟
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
推
薦

さ
れ
、
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
次
の
団
体
・
個
人
の
皆
様
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

令
和
３
年
度

年
次
表
彰

祝祝

う
れ
し
い
よ　

あ
な
た
が
い
て
く
れ
て

た
の
し
い
よ　

あ
な
た
が
い
て
く
れ
て

や
す
ら
ぐ
よ　

あ
な
た
が
い
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う　

あ
な
た
が
い
て
く
れ
て

長
岡
市
立
秋
葉
中
学
校　
金か

な

泉い
ず
み　

圭け
い

令和３年度 新潟県三行詩コンクール　入選者
「たのしい子育て全国キャンペーン」

～家庭で話そう！我が家のルール・家族のきずな・命の大切さ～～家庭で話そう！我が家のルール・家族のきずな・命の大切さ～

一般の部
最優秀賞

小学生の部 入選

つかれて帰ってきたママに
おかえりのぎゅっ
今日一日がんばったママへのごほうびだよ。
ぎゅうするわたしにも一日のごほうびだね。

田上町立羽生田小学校 ４年生　大
おおせき

関　結
ゆ い

衣

「おやすみ・グッナイ・See you ！」
お母さんと１日の最後の合い言葉
また明日もがんばるね

田上町立羽生田小学校 ４年生　川
かわむら

村　七
な お

音

天国のおばあちゃん
いってきます
かえったら今日の出来事おしえてあげるね

田上町立田上小学校 ３年生　青
あお

木
き

　羽
は る

琉

うちでは、なかなおりまでがけんかです。
田上町立羽生田小学校 １年生　諸

もろはし
橋　大

ひ ろ む
歩

中学生の部 入選

近道した人には見えない　
遠回りした人にしか見えない景色があるよ　
母が言ってくれる  その言葉が私の背中を押す

田上町立田上中学校 １年生　古
こ だ

田　美
み き

姫

おうち時間　
普段あわない家族の時間　
１つになれた　
貴重な時間

長岡市立青葉台中学校 ３年生　宮
みやした

下　月
る い

希

授業で習った戦争のこと  少年達も戦場へ　
家族とすごす　友だちと笑う　
当たり前だと思ってた　
今なら分かる　日々の幸せ

魚沼市立小出中学校 ３年生　大
おおさわ

澤　もも

お父さんとお母さんはいつも笑っている　
ぼくたちもつられて笑っている　
この瞬間が一番幸せ　
大事にしたい家族の笑顔

田上町立田上中学校 １年生　栢
かやもり

森　颯
そう

大
た

一般の部 入選

どんなに時間のない朝も、　
「行ってらっしゃい」ハイタッチ。　
今日も無事でと
願い込め

長岡市立秋葉中学校　中
なかじま

島　晴
はる

香
か

娘が母の身長を追いこした　
息子が私の夢を追いこした　
２人とも大きくはばたいてほしい

魚沼市立後山小学校　平
ひらまつ

松　寛
ひろたか

隆

スマホに目？　　
ダメダメ見るなら　
家族の目!!

長岡市立秋葉中学校　柴
しば

田
た

　顕
あきのぶ

伸

子どもらの　
成長見守り　四苦八苦　
叱ってみたり　抱きしめてみたり

長岡市立秋葉中学校　小
こばやし

林　宗
むねのり

徳

　　※以上の作品は、日本PTAへ推薦いたしました。多数ご応募いただき、ありがとうございました。
※敬称略
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新
潟
県
教
育
委
員
会
を
は
じ

め
、
県
内
の
様
々
な
企
業
・
団

体
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る

「
深
め
よ
う�

絆�

に
い
が
た
県

民
会
議
」で
は
、「
い
じ
め
見
逃

し
ゼ
ロ
県
民
運
動
」（
以
下
、

県
民
運
動
）を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
県
民
運
動
は
、
い
じ
め
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た

平
成
十
九
年
度
に
始
ま
り
ま
し

た
。
い
じ
め
に
よ
っ
て
尊
い
命

が
失
わ
れ
る
よ
う
な
痛
ま
し
い

事
故
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
強
い
願
い
の
も
と
、

大
人
が
責
任
を
も
っ
て
子
ど
も

の
健
全
育
成
を
図
っ
て
い
こ
う

と
す
る
気
運
が
高
ま
り
、
県
内

各
団
体
に
よ
っ
て
、「
い
じ
め

根
絶
に
い
が
た
県
民
会
議
」が

結
成
さ
れ
、「
い
じ
め
根
絶
県

民
運
動
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
平
成
二
十
二
年
度
に
は
、
そ

の
後
継
事
業
と
し
て
、
児
童
生

徒
の
社
会
性
育
成
を
主
体
と
し

た「
深
め
よ
う�

絆�

県
民
運
動
」

と
な
り
、
平
成
二
十
五
年
度
か

ら
は
運
動
の
方
向
性
を
焦
点
化

し
、
改
め
て
、「
い
じ
め
は
ど

の
学
校
に
も
、
ど
の
子
ど
も
に

も
起
こ
り
う
る
」と
い
う
認
識

に
立
ち
、「
い
じ
め
見
逃
し
ゼ

ロ
」の
意
識
を
社
会
全
体
で
共

有
す
る
と
と
も
に
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
連
携
し
て
い
じ
め

の
積
極
的
な
認
知
及
び
未
然
防

止
に
努
め
る「
い
じ
め
見
逃
し

ゼ
ロ
県
民
運
動
」を
開
始
し
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
、

県
民
運
動
は
今
年
度
で
十
五
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
県
民
運
動

は
、
様
々
な
団
体
や
機
関
が
、

共
通
理
念
の
も
と
、
お
互
い
が

連
携
し
、
主
体
的
な
取
組
を
展

開
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
全
国
で
も
ま
れ
な
、
注

目
す
べ
き
取
組
で
す
。

　
時
代
の
変
化
、
子
ど
も
の
変

化
に
合
わ
せ
、
県
民
運
動
も
ま

深
め
よ
う 

絆 

に
い
が
た
県
民
会
議
で
は
、

「
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
県
民
運
動
」を

推
進
し
て
い
ま
す

　
令
和
二
年
十
二
月
に「
新
潟

県
い
じ
め
等
の
対
策
に
関
す
る

条
例
」が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
新
潟
県
内
の
全
て
の
子
ど

も
た
ち
が
、
楽
し
く
、
充
実
し

た
生
活
を
送
り
、
光
り
輝
く
未

来
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
県
民

が
一
丸
と
な
っ
て
社
会
全
体
で

い
じ
め
を
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
五

年
に
制
定
さ
れ
た「
い
じ
め
防

止
対
策
推
進
法
」に
基
づ
く
も

の
で
、
こ
の
条
例
の
特
徴
と
し

て
、
新
た
に「
い
じ
め
類
似
行

為
」（
注
）を
加
え
た
こ
と
や（
第

二
条
）、
県
民
に
対
し
て
通
報

を
呼
び
掛
け
て
い
る
こ
と（
第

十
条
）、「
保
護
者
の
責
務
」を

明
記
し
た
こ
と（
第
八
条
）な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
児
童
生
徒

と
同
様
に
、
保
護
者
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
送
信
さ

れ
る
情
報
の
特
性
等
を
理
解
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
特
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
公
開
さ
れ
た
書
き
込
み
や

個
人
情
報
は
、
一
度
拡
散
し
て

し
ま
う
と
、
完
全
に
削
除
す
る

の
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と（
デ

ジ
タ
ル
タ
ト
ゥ
ー
）の
怖
さ
を

十
分
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
子
ど
も
を
い
じ
め
の
被
害
者

に
も
、
加
害
者
に
も
さ
せ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。
子
ど
も
か

ら
保
護
者
に
相
談
が
あ
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
学
校
に
知
ら
せ
、

家
庭
と
学
校
が
連
携
し
て
い
じ

め
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
新
潟
県
い
じ
め
等
の
対
策
に
関
す
る
条
例
」

を
知
っ
て
い
ま
す
か

た
、
常
に
進
取
の
気
風
を
保
ち

な
が
ら
、
拡
大
発
展
し
て
い
く

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

0120-0-7
な

8
や

3
み

1
言

0
おう
（フリーダイヤル）

025-285-1212（通話料がかかります）

いじめ見逃しゼロ県民運動
県民サポーター募集中

　「深めよう 絆 にいがた県民会議」では、いじめ問題に関心をもち協
力していただける人を増やし、子どもが安心して生活できる環境をつ
くりたいと考えています。
　そこで、いじめ防止に向けた取組に協力していただける「県民サポー
ター」を募集しています。登録すると、LINEやメールを通じて、月に
１回程度「いじめ見逃しゼロ コラム」が配信されるなど、県民運動の各
種情報をお知らせします。登録は無料です。ぜひ登録をお願いします。

（注）いじめ類似行為とは？
　例えば、SNS等で悪口を書き込まれたことについて、書かれ
た本人が知らないとしても、その行為を本人が知った時に、い
やな思いをする可能性が高い場合などです。この場合も、いじ
めと同様に扱い、「いじめ類似行為」を行った児童生徒に対して、
学校は保護者などと連携しながら指導を行います。なお、まだ
「いじめ」に気付いていない児童生徒に、そのことを伝えるかど
うかは、保護者と学校が相談して決める必要があります。

子どもにこんな変化はありませんか？
子どもを見守るための、家庭でのチェックポイント

□ これまで関心のあったことに対する興味がなくなった。
□ 物事に集中できなくなった。 
□ 成績が急に落ちた。 
□ 簡単にできていたことができなくなった。 
□ 不安やイライラが増えて落ち着きがなくなった。 
□ やる気がなくなったり、投げやりな態度が目立つようになったりした。 
□ 元気がなく、ぼんやりしていることが多くなった。 
□ 不自然なほど明るく振る舞ったり、気をつかったりするようになった。 
□ 自分を傷つける行為を行うようになった。 
□ 不眠、食欲不振、過食、体重減少、だるさなどの体の不調が続いている。 
□ 朝、起きられなくなったり、学校に行きたくなくなったりした。 
□ 友達との付き合いを避けたり、一人でいたりすることが多くなった。 
□ 外出をしなくなったり、引きこもりがちになったりした。 
□ 無断外出したり、帰宅が遅くなったりするようになった。 
□ 他人や動物をいじめるようになった。 
□ 事故につながる行動をたびたび起こすようになった。 
□ 突然悲しくなって涙が出たり、声を出したりすることが多くなった。 
□ 長い間会っていなかった人に、突然会いに行ったり電話をかけたりした。 
□ 大切にしていたものを、人にあげたり処分したりした。 
□「死にたい」などの言葉を、書いたり口に出したりした。

全国統一の24時間子供SOSダイヤル

メールでも登録ができます
←メールでの登録はコチラ！
　�QRコードから空メールを
お送りください。

または

「いじめ見逃しいじめ見逃しゼロゼロ県民運動県民運動」の取組
新潟県教育庁生徒指導課 副参事 指導主事　石　山　　崇 様

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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今
年
度
組
織
検
討
委
員
会
で

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
全
て
の
デ
ー
タ
を
記
載
し
た
報

告
書
は
単
Ｐ
会
長
に
お
送
り
い
た

し
ま
す
が
、
一
部
抜
粋
し
て
こ
ち

ら
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
役
員
数
の
割
合
に
つ
い
て
】

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、各

単
Ｐ
が
ど
の
よ
う
な
組
織
形
態
で
活

動
し
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
、役
員
数
の
調
査
を
い
た
し

ま
し
た
。そ
の
結
果
、10
％
～
20
％
と

い
う
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
も
の

の
４
割
弱
に
と
ど
ま
り
、約
６
割
が

21
％
以
上
の
割
合
で
役
員
を
選
出
し

て
い
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し

た
。あ
る
中
学
校
で
は
約
３
分
の
１

を
役
員
と
し
て
選
出
す
る
こ
と
に
よ

り
、強
制
的
に
３
年
間
に
一
度
役
員

を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
い
状
況
に
し

て
い
る
と
い
う
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
規
模
校
の
方
が
必
然

的
に
役
員
割
合
が
高
く
な
る
と
い

う
結
果
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

表
❶

【
専
門
委
員
会
に
つ
い
て
】

　
設
置
さ
れ
て
い
る
専
門
委
員
会

に
関
し
て
、学
校
規
模
に
関
わ
ら

ず
３
委
員
会
以
上
設
置
し
て
い
る

単
Ｐ
が
合
計
で
約
８
割
を
超
え
て

い
ま
す
。こ
れ
は
、後
述
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
問
題
点
の
所
に
も
散
見
さ
れ
ま

す
が
、活
動
も
組
織
も
前
年
度
踏

襲
が
繰
り
返
さ
れ
、そ
の
委
員
会

の
役
割
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
の

も
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
規
模
と
専
門
委
員

会
数
の
分
析
を
行
う
と
、
中
小
規

模
・
小
規
模
校
で
も
複
数
の
専
門

委
員
会
が
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
の

サ
イ
ズ
に
合
っ
た
委
員
会
の
設
置

が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い

う
と
こ
ろ
に
疑
問
が
生
じ
る
結
果

に
な
り
ま
し
た
。
表
❷

【
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
上
の
問
題
点
に

つ
い
て
】

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
も
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
問
題
点
に
関
し
て
は
多
く
の
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
筆
す

べ
き
は
、
活
動
が
ほ
ぼ
前
年
の
引

継
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
こ
と

で
す
。
現
状
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
形

骸
化
が
よ
く
わ
か
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
子
ど
も
の
た
め
に
何
を

す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
が
あ
る
か
ら
活

動
す
る
と
い
う
本
末
転
倒
の
様
子

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
部
分

に
関
し
て
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
基
本
に
立

ち
返
っ
て
活
動
を
見
直
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
表
❸

【
Ｐ
Ｔ
Ａ
改
革
に
つ
い
て
】

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
改
革
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
方
が
約
６
割
と
現
状
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
何
ら
か
の
問
題
点
を
抱
え

て
い
る
単
Ｐ
が
多
い
の
で
は
な
い

か
と
推
察
し
ま
す
。
で
は
、
ど
の

よ
う
に
変
え
て
い
け
ば
い
い
の

か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
全
体
の
デ
ー
タ

に
は
各
単
Ｐ
で
行
っ
た
取
組
等
も

多
数
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
の
方
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
自

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
使
え
る
取
組
が
あ
れ
ば

是
非
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
表
❹

【
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
上
の
問
題
点
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
】

　
こ
ち
ら
の
設
問
に
関
し
て
は
記

述
式
に
も
関
わ
ら
ず
非
常
に
多
く

の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
組
織
上
の
問
題
解
決
の
た
め
に

多
く
の
単
Ｐ
が
①
専
門
委
員
会
の

見
直
し
②
役
員
数
の
見
直
し
な
ど

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
児
童
生
徒
数
が
減
少

し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
の
規
模
が
縮
小

し
て
い
く
中
で
も
、
前
年
度
引
継

が
繰
り
返
さ
れ
、
本
来
の
学
校
規

模
に
あ
っ
た
サ
イ
ズ
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
問
題

に
対
す
る
取
組
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
実
施
す
る

事
業
に
関
し
て
も
毎
年
引
継
し
て

い
っ
て
い
る
状
態
で
、
本
来
の
事

業
の
目
的
や
意
義
が
見
失
わ
れ
て

い
る
と
い
う
部
分
も
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
関
し
て
は
、

そ
も
そ
も
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
存
在
意
義

と
は
何
か
と
い
う
根
本
的
な
部
分

を
し
っ
か
り
見
つ
め
直
す
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
つ
一
つ

の
活
動
・
事
業
が
児
童
生
徒
の
学

校
生
活
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
の

か
ど
う
か
、
そ
の
基
準
を
そ
れ
ぞ

れ
の
保
護
者
が
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
現
状
は「
委
員
会
を
作
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
か
ら
役
員
を
決

め
る
」と
い
う
組
織
に
な
っ
て
い

る
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
、「
子
ど
も
の
た
め

に
こ
う
い
う
こ
と
を
し
た
い
か
ら

委
員
会
を
作
る
」に
大
き
く
考
え

方
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、「
大
半
の
親

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
に
な
る
こ
と
は

ハ
ズ
レ
く
じ
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
」こ
れ
は
回
答
の
一
部
の
文
言

で
す
が
、
非
常
に
気
に
な
る
一
言

で
あ
り
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

役
員
が「
ハ
ズ
レ
く
じ
」だ
と
い
う

認
識
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
と
同
時
に
、
そ
の「
ハ
ズ
レ
く

じ
」を
誰
か
に
押
し
付
け
る
と
い

う
役
員
選
考
の
在
り
方
を
、
我
々

親
は
子
ど
も
に
ど
う
説
明
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
？　
そ
の
一
点
だ

け
で
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
改
革
は
保
護
者

に
と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
他
、
非
常
に

中
身
の
濃
い
デ
ー
タ

が
集
ま
っ
て
お
り
ま

す
の
で
是
非
報
告
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す

が
、こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
各
単
Ｐ
会
長

様
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
う
組
織
が
誕
生
し
て
か
ら
長
い
月
日
が
た
ち
、
世
の
中
の
情
勢
が
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
中
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
組
織
上
の
問

題
点
が
数
多
く
顕
在
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
県
内
の
Ｐ
Ｔ
Ａ 

組
織
の
現
状
の
把
握
と
、
取
組
や
改
善
事
例

な
ど
を
共
有
し
、よ
り
時
代
に
即
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
道
筋
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
や
活
動
の
意
義
が
問
い
直
さ
れ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
皆
様
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

に
と
っ
て
何
ら
か
の
お
役
に
立
て
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

PTAの組織についてのアンケート項目
【PTA組織について】
①�貴PTAの役員数はどのくらいですか？（全保護者に対
する役員の割合）表❶

②専門委員会はいくつくらいありますか？ 表❷
【PTA会長ほか三役の選出について】
③�PTA会長の選出方法を教えてください（複数回答可）
④上記選考方法で順調に決まりますか？
⑤�PTA副会長・三役の選出方法を教えてください（複数
回答可）

⑥上記選考方法で順調に決まりますか？
【三役以外の役員の選出について】
⑦�役員になるノルマ（在学中に役員をやらなければなら
ない）はありますか?

⑧役員の選考方法を教えてください（複数回答可）
⑨上記選考方法で順調に決まりますか？
⑩�どうしても決まらなかった場合の選出方法を教えてください

【PTA組織の問題点について】
⑪�貴PTAの組織上の問題点だと思うことはなんですか?
（複数回答可）表❸
⑫PTA組織改革は必要だと思いますか？ 表❹
⑬�現在の貴PTAの組織上の問題点に関して取り組んでい
ることがあれば教えてください

⑭�過去に貴PTAの組織上の問題点に関して解決した事例
があれば教えてください

⑮�その他PTA組織に関して思うところがあればご意見を
お聞かせください

【PTA活動全般の問題点について】
⑯�PTA活動全般の問題点に関して取り組んでいることが
あれば教えてください。また、その問題点に関して解
決した事例があれば教えてください

14.3％

8.6％

12.9％

38.6％

25.7％

10 ～ 20％

21 ～ 30％

31～ 40％

41～ 50％

51％以上

表❶-1 役員の割合について（全体の人数に対する役員の割合）

0

10

20

30

40

50

10 ～ 20％ 21 ～ 30％ 31～ 40％ 41～ 50％ 51％以上

超大規模 大規模 中規模 中小規模 小規模

表❶-2 学校規模と役員の割合について（全体の人数に対する役員の割合）

18.3％

2.4％ 1.7％

13.6％

36.7％
27.4％

1 委員会

2委員会

3委員会

4委員会

5委員会

なし

表❷-1 専門委員会の設置数について

1 委員会 2委員会 3委員会 4委員会 5委員会 なし

0

10

20

30

40

60

50

超大規模 大規模 中規模 中小規模 小規模

表❷-2 学校規模と専門委員会の設置数について

その他

0 50 100 200150 250

特になし
同じ人がずっと役員をやっている

役員選考で保護者トラブルが起きる
役員以外の保護者の協力がない
委員会活動の目的がわからない

活動がほぼ前年の引継
役員を受けても活動しない

役員の負担が大きい
活動はほぼ学校任せ

そもそも役員のなり手がいない
学年委員・専門委員のなり手がいない

会長・副会長のなり手がいない

中学校

小学校

表❸ PTAの組織上の問題点（全体）表❹ PTA改革の必要性について（全体）

38.6％

16.9％

42.9％

1.7％

絶対に必要

大いに必要

あまり必要ない

全く必要ない

組
織
検
討
委
員
会　
委
員
長　
大
谷　
和
弘

組
織
検
討
委
員
会 

活
動
報
告

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
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今
年
度
は
コ
ロ
ナ
に
負
け
て
い
ら
れ
な
い
と
、オ
ン
ラ
イ
ン+

実
会
議
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
開
催
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
以
外
、
災
害
時
で
も
連
携
が
取
れ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
ま
し
た
が
、
会
場
に
行
け
ず

と
も
有
意
義
な
講
演
を
拝
聴
で
き
、
移
動
が
不
要
な
分
参
加
し
や
す
か
っ
た
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
変
革
し
、
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
活
動
の
更
な
る
充
実

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
実
は
今
年
度
で「
卒
業
」の
私
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
出
会
っ
た
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
委
員　
亀
山
拓
永
）

編 集 後 記

広
報
委
員
会 

活
動
報
告

広
報
委
員
長　

渡
邉　
未
佳

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
昨
年
度
は
多
く
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
中
止

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
感
染
状
況
を
鑑
み
、
理
事
会
や

全
国
研
究
大
会
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
な
ど
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
対
し
、
な
ん
で
も

中
止
す
る
の
で
は
な
く
、
今
で
き
る
や
り
方
で
実
現
す
る
と

い
う
新
た
な
形
、
活
動
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

第
１
１
１
号
で
は
、
新
た
な
形
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
た
理
事
会
や
全
国
研
究
大
会
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し

た
。
ま
た
、
各
学
校
で
作
成
さ
れ
た
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の

入
賞
作
品
や
４
年
連
続
上
位
入
賞
、
２
年
連
続
ダ
ブ
ル
入
賞

と
い
う
快
挙
を
果
た
し
た
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
誌
面
の
中
で
で
き
る
だ
け
多

く
の
活
躍
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

第
１
１
２
号
で
は
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
で
研
究
発

表
を
行
っ
た
柏
崎
市
立
枇
杷
島
小
学
校
の
活
動
を
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
も
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方

に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
掲
載
し
ま
し
た
。
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
い
じ
め
に
つ
い
て
も
ご
家
庭
で
ぜ
ひ
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
取
組
と
し
て

「
30
人
以
下
学
級
の
実
現
」や「
部
活
動
の
段
階
的
地
域
移
行
」と

い
う
教
育
環
境
整
備
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
原
稿
依
頼
に
ご
快
諾
を
い
た
だ
い
た
皆
様
、
広

報
委
員
会
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
活
動
報
告
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

第
20
回 

新
潟
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
ご
案
内

県
Ｐ
連
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
活
動
の
活
性
化
を
目
的
に
広

報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
方
法
・
応
募
締
切

　
令
和
３
年
４
月
か
ら
令
和
４
年
３
月
ま
で
に
発
行
さ
れ

た
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
の
全
て
の
号
を
セ
ッ
ト
に
し
て
２

部
、
県
Ｐ
連
事
務
局
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
締
切　
令
和
４
年
３
月
31
日（
木
）必
着

●
審
査
方
法
・
基
準

一
次
審
査
・
二
次
審
査
で
、
最
優
秀
賞
・
企
画
賞
・
写
真
賞
・

レ
イ
ア
ウ
ト
賞
・
佳
作
の
各
賞
を
決
定
し
ま
す
。

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
基
準
を
参
考
に
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
広
報
紙
の
も
つ
目
的
・
使
命
・
記
事
・
編
集
・
レ
イ
ア
ウ
ト
・

見
出
し
文
な
ど
を
総
合
的
に
審
査
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
２
月
上
旬
に
各
郡
市
Ｐ
連
事
務
局
を
通
じ
て
各
単

位
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
配
信
さ
れ
た
実
施
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

コロナ禍におけるPTA活動コロナ禍におけるPTA活動
　際限なく繰り返される新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、今年も昨年同様PTA活動が制約を受け、まさに試練の
１年となりました。そのような時こそ、PTAの力で学校、地域を巻き込んで、子どもたちだけでなく、会員にも勇気と活力、
希望を与えてくれるような多くのPTA活動が、広く県内で展開されました。昨年に引き続き特色ある活動を行った郡市PTA
連合会（連絡協議会）の取組を紹介する、第２弾。今後の活動の参考に、一読をお願いいたします。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
も
負
け
ず
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る

大
和
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
の
行
事
が
次
々
と
中
止
に
な
る

中
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
も
同
様
に
夏
休
み
の
楽
し
み
で
も
あ

る
プ
ー
ル
開
放
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
代
替
え
と
し
て
夏
休
み
中
の
２
日
間
、
親

子
参
加
型
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ク
イ
ズ
大
会
を
企
画
し
ま
し

た
。
全
校
児
童
１
８
６
名
中
１
３
８
名
が
挑
戦
し
、
学

校
の
歴
史
・
行
事
に
関
す
る
問
題
や
、
児
童
に
し
か
分

か
ら
な
い
学
年
別
の
問
題
、
１
学
期
の
学
習
内
容
に
つ

い
て
等
、
先
生
方
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
問
題
を
出
題
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
前
に

配
布
し
た
学
年
ご
と
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

親
子
ら
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
ク
イ
ズ
を
解
く
こ
と

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
図
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
宅
で
の
対
応
が
難
し
い
場
合

は
親
子
で
来
校
し
て
い
た
だ
き
、
児
童
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
っ
て
回
答
す
る
こ
と
も
可
能
と
し
ま
し
た
。

　
後
日
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
と
し
て
花
火
を
、
全

問
正
解
者
に
は
お
菓
子
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
呈
し
て
夏
休

み
の
思
い
出
づ
く
り
の
一
助
と
な
り
ま
し
た
。

　
巣
ご
も
り
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
、

そ
の
生
活
の
中
心
に
は
常
に
情
報
通
信
機
器
端
末
が

あ
り
ま
す
。

　
見
附
市
Ｐ
連
研
修
会
で
は
、
見
附
警
察
署
生
活
安

全
課
よ
り
講
師
を
お
招
き
し
て
、
そ
の
利
便
性
の
裏

に
潜
む
危
険
を
保
護
者
自
身
が
理
解
し
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
ち
ま

し
た
。

　
見
附
中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
講
演
会
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
参
加

人
数
を
制
限
し
、
席
と
席
の
間
隔
を
広
く
取
る
な
ど
対
策
を
徹
底
し
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
自
ら
の
端
末
使
用
の
様
子
を
知
る
こ
と
で
、
巣
ご
も
り
生
活
の
中
で
の

ル
ー
ル
作
り
の
必
要
性
な
ど
を
確
認
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
の
見
附
市
立
今
町
中
学
校
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
と
な
っ
た
活
動
が
あ
る
中
、
脱
コ
ロ
ナ
を
願

い
子
ど
も
た
ち
を
元
気
づ
け
る
た
め
、
地
域
の

方
と
の
共
催
で
サ
プ
ラ
イ
ズ
打
上
げ
花
火
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
密
集
を
防
ぐ
為
、
打
上
げ

場
所
、
時
間
な
ど
は
告
知
せ
ず
に
開
催
し
ま
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
も
負
け
ず
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る

須
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
、
様
々

な
学
校
行
事
の
中
止
や
様
式
の
変
更
が
行
わ
れ
、
先
の

見
え
な
い
一
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
、
今
ま
で
以
上
に
保
護
者

と
学
校
、
そ
し
て
地
域
と
が
一
つ
に
な
り
、
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
、

一
部（
地
域
の
方
々
）と
二
部（
保
護
者
の
方
々
）の
時
間

帯
に
分
け
、
学
習
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
り
ま
す
が
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
自
然
災
害
と

防
災
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
学
ん
で
き
た
こ
と
を

発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
地
域
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
確
認
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
立
て
、
地
元
の
西
村

農
園
さ
ん
の
協
力
に
よ
る
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ（
特
産
品

の
梨
や
り
ん
ご
）の
実
食
な
ど
、
楽
し
く
学
び
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
出
口
は
見
え
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
安

心
安
全
に
子
ど
も
た
ち
と
今
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

夏
休
み
オ
ン
ラ
イ
ン
ク
イ
ズ
大
会�

糸
魚
川
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
潜
む
危
険
！
花
火
打
上
げ
？�

見
附
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
防
災�

加
茂
市
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

　
阿
賀
野
市
Ｐ
連
教
養
部
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
、

参
加
人
数
を
制
限
し
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
で
何
度
か
お
願

い
し
て
い
る
、
竹
下
和
男
様
を
お
招
き
し
映
画「
お
弁
当
の
日『
め
ん
ど
く
さ
い
』は
幸

せ
へ
の
近
道
」の
上
映
と
、
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
映
画
は
、「
大
人
は
決
し
て
手
伝
わ
な
い
で
」と
い
う
ル
ー
ル
の
下
、
子
ど
も

自
ら
が
台
所
に
立
ち
、
自
分
の
弁
当
を
作
る
食
育
活
動
を
題
材
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
の
作
品
で
す
。「
食
事
作
り
は
親
の
役
割
」と
い
う
社
会
環
境
で
育
っ
た
子
ど

も
た
ち
が
、「
自
分
で
作
る
」チ
ャ
ン
ス
を
得
た
と
き
、
本
人
や
家
族
の
中
に
芽
生
え

る
成
長
や
気
付
き
を
、
笑
い
や
涙
を
交
え
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
講
演
で
は
映
画
製

作
の
過
程
や
裏
側
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
食
育
と
は
良
い

食
生
活
や
良
い
食
習
慣
を
学
ぶ
も

の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
弁
当

の
日
の
講
演
を
聞
い
て
か
ら
自
分

で
作
る
喜
び
や
、
感
謝
の
心
を
知

る
こ
と
、
失
敗
の
中
か
ら
多
く
を

学
び
生
き
る
力
を
身
に
付
け
る
な

ど
保
護
者
と
し
て
も
学
ぶ
こ
と
の

多
い
講
演
会
に
な
り
ま
し
た
。

映
画「
お
弁
当
の
日『
め
ん
ど
く
さ
い
』は
幸
せ
へ
の
近
道
」�

阿
賀
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

地域と学ぶハザードマップ学習地域と学ぶハザードマップ学習地域と作る防災グッズ地域と作る防災グッズ

その２
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 小・中学生総合補償制度ご加入 小・中学生総合補償制度ご加入ののおすすめおすすめ
３月18日（金）（第一次締切）までに加入 ４月１日（金）から補償
４月22日（金）（第二次締切）までに加入 ５月１日（日）から補償新規加入受付中！！

特長
3

特長
2

幅広い補償

お子様ご本人だけでなく、お子様ご本人だけでなく、
家族やペットが起こした賠償事故も補償家族やペットが起こした賠償事故も補償

示談代行付き示談代行付き(国内のみ)(国内のみ)

個人賠償責任補償個人賠償責任補償でで安心！安心！
支払限度額は最高1億円支払限度額は最高1億円(P5･M5プラン) (P5･M5プラン) 

お子様の扶養者にお子様の扶養者に
万が一のことが万が一のことが
あった場合のあった場合の

育英費用補償育英費用補償
（P5・M5・Hプラン）（P5・M5・Hプラン）

お子様やご家族が加害者に!?お子様やご家族が加害者に!?特長
1

病気で入院した場合の病気で入院した場合の医療補償医療補償
（P5・M5プラン）（P5・M5プラン）

（団体総合生活保険）

お子様がケガお子様がケガ

細菌性食中毒・熱中症・特定感染症細菌性食中毒・熱中症・特定感染症
も補償！も補償！

インフルエンザや
新型コロナウイルス
感染症も対象

学校から貸与されるタ
ブレット端末を壊した
等の賠償事故も時価額
を限度として補償

日本スポーツ
振興センター

災害共済
給付制度

小中学生
総合補償

制度
PTA活動
補償制度

補償される活動範囲
授 業 中
登下校中 24時間 PTA活動中

保 険 の 対 象 児童・生徒
児童・生徒

個人賠償責任補償は
同居の家族も

児童・生徒
保護者、先生、

趣旨に賛同する会員
加 入 の 方 法 学校一括加入 個人（任意加入） 単位PTA一括加入

体育の授業中、手首を骨折した ○ ○ ×
ＰＴＡ主催のお祭りでケガをした × ○ ○
休日に、サッカーをしてケガをした × ○ ×
自転車で他人にぶつかり、ケガをさせた × ○ ×
野球をして近所の窓ガラスを割った × ○ ×
O-157に感染し入院した × ○ ×
疾病により入院した × ○

（P5・M5プランのみ） ×

各種補償制度の概要
傷害補償は他の制度の給付に関
係なく保険金をお支払いします。

（一部特約を除く）

令和
4年度

本制度の主な特長

PTA
小・中学生総合補償制度のご案内

新潟県小中学校PTA連合会
新潟市小中学校PTA連合会　推薦

重 要必ず封筒の中をお読みください。

学校生活中、家庭生活中も
24時間しっかりサポート！

◆ごあいさつ◆

　保護者の皆様には平素より、PTA活動にご理解・ご協力を賜り誠にありがとうございます。
　さて、新潟県 P連・新潟市 P連としては、大切なお子様の安全のため、また保護者の皆様
方の安心の備えとして『小・中学生総合補償制度』を推薦し、この機会にご加入されること
をお奨めいたします。

新潟県小中学校 PTA 連合会 会長　太田 一巳

新潟市小中学校 PTA 連合会 会長　小見 直樹　

３３月月1818日日（金）（金） ４４月月2222日日（金）（金）
お申込みもカンタン！記入・投函するだけ！（切手不要）

４月１日
補償開始

５月１日
補償開始

第
一
次

第
二
次

〈一般社団法人新潟県PTA安全互助会の任意加入の制度です〉

申込み
締切日

※プランによって補償内容が異なりますので、詳しくは同封のパンフレットでご確認ください。

団体保険なので保険料は

約51%も割安です。
１年間で3,000円～の掛金で加入できます。
（月々に換算すると約250円～）とお得です！（プランによって異なります。）

発病したらどうしよう･･･発病したらどうしよう･･･

全プラン特定感染症危険補償特約付きでO-157や
新型コロナウイルス感染症も補償されます。
2021年12月現在、新型コロナウイルス感染症（*1）は感染症法（*2）第6条第7項第3号に規定されていますので、補償対象となります。
（*1）�病原体がベータコロナウイルス属のコロナウイルス（令和２年１月に、中華人民共和国から世界保健機関に対して、人に伝染す

る能力を有することが新たに報告されたものに限ります。）であるものに限ります。
（*2）�感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律をいいます。
今後、政府による新型コロナウイルス感染症における感染症法の運用の見直しによっては、補償対象外となる場合があります。

自転車事故や他人をケガさせた等、

家族やペットが起こした賠償事故も補償！
※賠償事故を解決まで、保険のプロがしっかりサポート！
学校から貸与されるタブレット端末を壊した等の賠償事故も時価額を限度として補償対象となります。

賠償事故の示談交渉サービスを実施！
（国内のみ）

最大2,000万円～1億円まで補償！
（プランによって支払限度額は異なります）

★

★

★

★

［令和４年度版］ 重 要 必ずご覧ください

お 手 続 き 方 法
❶プランをお選びください。
P5・M5・H・B・Cの中から
お選びください。

新潟県PTA安全互助会に加
盟している小・中学校等に
在校する児童・生徒が加入
することができます。

❷�加入依頼書を
　ご記入ください。
必要事項をご記入の上、金融機
関お届け印を押印ください。
P5・Ｍ5プランにご加入の場合
は、健康状態の告知も必ずご記
入ください。

❹�ご指定の口座から保険料
が引き落とされます。

口座引き落としの際、預金通帳
には「MBS.PTAホケン」と印字
されます。
引き落としされなかった場合は
翌月27日（土日祝日の場合は翌
営業日）に、再請求されます。

❸�返信用封筒にて
　ご郵送ください。
学校では受付できませんので同
封の専用封筒にて
ご返送ください。
（切手不要）

※サービスの内容は変更・中止となる場合があります。
※�サービスのご利用にあたっては、グループ会社・提携会社の担当者が、「お名前」「ご連絡先」「団体名」等を確認させていただきますのでご了承願います。

申 込 締 切 日（消印有効）
申込締切日 補償期間 保険料口座振替日 加入者証送付時期

第一次 3月18日（金） 令和４年4月1日午後4時～令和５年4月1日午後4時 5月27日 5月
第二次 4月22日（金） 令和４年5月1日午後4時～令和５年4月1日午後4時 6月27日 6月

この保険は東京海上日動火災保険株式会社を幹事とした共同保険契約です。引受保険会社および引受割合等については、「重要事項説明書」をご確認ください。
なお、医療補償については、東京海上日動単独のお引き受けとなります。引受幹事保険会社：東京海上日動火災保険株式会社

・メディカルアシスト 自動セット 受付時間＊1：24時間365日

＊1  予約制専門医相談は、事前予約が必要です（予約
受付は、24時間365日）。

0120-708-110
お電話にて各種医療に関する相談に応じます。
また、夜間の救急医療機関や最寄りの医療機関をご案内します。

緊急医療相談
常駐の救急科の専門医および看護師が、緊急
医療相談に24時間お電話で対応します。

予約制専門医相談
様々な診療分野の専門医が、輪番予約制で専
門的な医療・健康電話相談をお受けします。
転院・患者移送手配＊2

転院されるとき、民間救急車や航空機特殊搭乗手続き等、一連の手
配の一切を承ります。
＊2 実際の転院移送費用は、お客様にご負担いただきます。

夜間・休日の受付を行っている救急病院や、旅
先での最寄りの医療機関等をご案内します。

医療機関案内

がんに関する様々なお悩みに、経験豊富な医師とメディカルソー
シャルワーカーがお応えします。

がん専用相談窓口

・デイリーサポート 自動セット

法律・税務相談
提携の弁護士等が身の回りの法律や税金に関するご相談に電話でわかりやすくお応えします。また、ホームページを通じて、法律・税務
に関するご相談を24時間電子メールで受け付け、弁護士等の専門家が電子メールでご回答します。
[ホームページアドレス] www.tokiomarine-nichido.co.jp/contractor/service/consul/input.html
※弁護士等のスケジュールとの関係でご回答までに数日かかる場合があります。

・法律相談 ：10：00～18：00
・税務相談 ：14：00～16：00
・社会保険に関する相談 ：10：00～18：00
・暮らしの情報提供 ：10：00～16：00

受付時間：
いずれも
土日祝日、

年末年始を除く 0120-285-110

・介護アシスト 自動セット ※サービスの詳細は別冊資料をご確認ください。

（各サービス共通）（各サービス共通）ご注意ください
・ご相談のご利用は、保険期間中にご相談内容の事柄が発生しており、かつ現在に至るまで保険契約が継続している場合に限ります。
・ ご相談の対象は、ご契約者、ご加入者および保険の対象となる方（法人は除きます。）、またはそれらの方の配偶者＊1・ご親族＊2の方（以

下サービス対象者といいます。）のうち、いずれかの方に日本国内で発生した身の回りの事象（事業活動等を除きます。）とし、サービス対
象者からの直接の相談に限ります。

・一部の地域ではご利用いただけないサービスもあります。
・各サービスは、東京海上日動がグループ会社または提携会社を通じてご提供します。
・ メディカルアシスト、介護アシストの電話相談は医療行為を行うものではありません。また、ご案内した医療機関で受診された場合の

費用はお客様のご負担となります。
＊1  婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある方および戸籍上の性別が同一であるが婚姻関係と異ならない程度の実質を備える状

態にある方を含みます。婚約とは異なります。
＊2 ６親等以内の血族・３親等以内の姻族をいいます。

「小・中学生総合補償制度」は2017年4月1日新規加入契約より引受幹事保険会社が東京海上日動火災保険株式会社に変更となっておりま
す。2017年3月1日以前にご加入の方は引受幹事保険会社が共栄火災海上保険株式会社となります。保険会社により補償内容等が異なり
ますので、ご注意ください。ご不明点等がございましたら下記代理店までお問い合わせください。

このパンフレットは団体総合生活保険の概要をご紹介したものです。ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
ご不明な点等がある場合には、パンフレット等記載のお問い合わせ先までご連絡ください。

●制度に関するお問い合わせ先
　一般社団法人新潟県PTA安全互助会事務局
　〒950-0965
　新潟市中央区新光町7-2　新潟県商工会館5F
　TEL�025-280-0456
　（受付時間／月曜～金曜　9：00～17：00）

【幹事代理店】	有限会社　新潟コーリン
� 〒950-0965　新潟市中央区新光町7-2新潟県商工会館5F
� TEL�025-280-0361（受付時間／月曜～金曜�9：00～17：00）
【非幹事代理店】	株式会社あんしん21

【引受幹事保険会社】	東京海上日動火災保険株式会社　
� 新潟支店　新潟中央支社
� TEL�025-241-4105（受付時間／月曜～金曜�9：00～17：00）
【非幹事保険会社】	共栄火災海上保険株式会社　中央支店　新潟支社
� 三井住友海上火災保険株式会社　新潟支店　新潟支社
� 損害保険ジャパン株式会社　新潟支店　新潟支社
� AIG損害保険株式会社　新潟支店

●もし事故が起こったときは
　＜事故受付専用フリーダイヤル＞
　東京海上日動安心110番
　TEL�0120-720-110　
　（24時間・365日対応）

小・中学生総合補償制度小・中学生総合補償制度
ご加入のおすすめご加入のおすすめ

（団体総合生活保険）

サービスのご案内 「日頃の様々な悩み」から「もしも」のときまでバックアップ！
東京海上日動のサービス体制なら安心です。

令和4年4月1日午後4時から令和5年4月1日午後4時まで1年間（特段の申し出がないかぎり、中学卒業まで自動更新となります。）

保 険 期 間

引受保険会社に関するお知らせ

21-T04021　2021年12月作成

法律・税務・社会保険に関するお電話でのご相談や
毎日の暮らしに役立つ情報をご提供します。

暮らしの情報提供
グルメ・レジャー情報・冠婚葬祭に関する情報・各種スクール情報等、
暮らしに役立つ様々な情報を電話でご提供します。

公的年金等の社会保険について提携の社会保険労務士がわかりやす
く電話でご説明します。
※社会保険労務士のスケジュールとの関係でご回答までに数日かかる場合があります。

社会保険に関する相談

「もしも」が起こった時に「もしも」が起こった時に
大切なお子様を大切なお子様を

24時間いつでもどこでも24時間いつでもどこでも
お守りするお守りする

「備え」のご案内です「備え」のご案内です
特長
3

特長
1 示談代行付き示談代行付き

個人賠償責任補償で個人賠償責任補償で
安心！安心！

P5･M5プランにご加入いただき、新型コロナウイルス感染症により入院した場合、特定感染危険補償特約の保険金と医療補償保険金の両方をお受け取りいた
だくことができます。2021年12月現在、新型コロナウイルス感染症（*1）は感染症法（*2）第6条第7項第3号に規定されていますので、補償対象となります。 今後、
政府による新型コロナウイルス感染症における感染症法の運用の見直しによっては、特定感染症危険補償特約については補償対象外となる場合があります。

（*1） 病原体がベータコロナウイルス属のコロナウイルス（令和2年1月に、中華人民共和国から世界保健機関に対して、人に伝染する能力を有することが新たに報告されたものに限ります。）であるものに限ります。
（*2） 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律をいいます。

特長
2学校内・放課後・通学途中・プライベートを問わず学校内・放課後・通学途中・プライベートを問わず

24時間補償で安心！24時間補償で安心！
全プラン特定感染症危険補償特約付き全プラン特定感染症危険補償特約付き

新型コロナウイルス感染症やＯ-157も補償！新型コロナウイルス感染症やＯ-157も補償！

幅広い補償幅広い補償

特長
41万人以上の加入で団体割引等の

適用により 約51％割安
年間掛金3,000円～加入できます

熱中症、熱中症、
細菌性食中毒も補償！細菌性食中毒も補償！

お子様ご本人だけでなく、家族やお子様ご本人だけでなく、家族や
ペットが起こした賠償事故も補償ペットが起こした賠償事故も補償

病気で入院した場合の病気で入院した場合の医療補償医療補償
（P5・M5プラン）（P5・M5プラン）

お子様の扶養者にお子様の扶養者に
万が一のことが万が一のことが
あった場合のあった場合の

育英費用補償育英費用補償
（P5・M5・Hプラン）（P5・M5・Hプラン）

インフルエンザ
や新型コロナウ
イルス感染症も
対象

お子様お子様やご家族が加やご家族が加害者に??害者に?? お子様がケガお子様がケガ
学校から貸与されるタブ
レット端末を壊した等の賠
償事故も時価額を限度とし
て補償対象となります。

新潟県小中学校PTA連合会・新潟市小中学校PTA連合会　推薦

ぜひ
ご覧下さい

簡単! ご加入手続きは記入・投函するだけ!
１月以降に学校から配布されるピンク色の封筒をご確
認ください。加入依頼書を記入しご返送ください。

（切手不要）

2022年１月作成　21-T05359

【幹事保険会社】 東京海上日動火災保険株式会社
【非幹事保険会社】� 共栄火災海上保険株式会社
� 三井住友海上火災保険株式会社
� 損害保険ジャパン株式会社
� AIG損害保険株式会社

この広告は団体総合生活保険の概要についてご紹介したものです。
ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
ご不明点等がある場合には、代理店までお問い合わせください。

● 制度に関するお問い合わせ先
一般社団法人 新潟県PTA安全互助会事務局
〒950-0965　新潟市中央区新光町7-2　新潟県商工会館５F
TEL�025-280-0456（受付時間／月曜～金曜　9：00�～�17：00）

【幹事代理店】　有限会社 新潟コーリン
〒950-0965　新潟市中央区新光町7-2　新潟県商工会館５F
TEL�025-280-0361（受付時間／月曜～金曜　9：00�～�17：00）

学校内・放課後・学校内・放課後・
通学途中・部活動中・通学途中・部活動中・

プライベートを問わずプライベートを問わず
24時間補償で24時間補償で

安心！安心！
全プラン特定感染症危険補償特約付き全プラン特定感染症危険補償特約付き

新型コロナウイルス感染症やO-157も補償新型コロナウイルス感染症やO-157も補償！！
2022年2月現在、新型コロナウイルス感染症2022年2月現在、新型コロナウイルス感染症(※1)(※1)は感染症法は感染症法（※2）（※2）第6条第7項第3号に第6条第7項第3号に
規定されていますので、補償対象となります。規定されていますので、補償対象となります。
（※1）�病原体がベータコロナウイルス属のコロナウイルス（令和2年1月に、中華人（※1）�病原体がベータコロナウイルス属のコロナウイルス（令和2年1月に、中華人

民共和国から世界保健機関に対して、人に伝染する能力を有することが新た民共和国から世界保健機関に対して、人に伝染する能力を有することが新た
に報告されたものに限ります。）であるものに限ります。に報告されたものに限ります。）であるものに限ります。

（※2）感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律をいいます。（※2）感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律をいいます。

特長
4

団体割引等の適用団体割引等の適用
1万人以上の加入で
 約51％割安

年間掛金3,000円～（月換算250円～）加入できます

「もしも」が起こった時に「もしも」が起こった時に
大切なお子様を大切なお子様を

24時間いつでもどこでも24時間いつでもどこでも
お守りするお守りする

「備え」のご案内です「備え」のご案内です


